








































解 析 方 法
有限要素法汎用ソフト を用い，図 に示












































































































































































































































未知数 および などは以下の つの条件
から定める．
での連続条件より





























































図 に式 で求めた断面における応力 の分
布を破線で示す．図からわかるように，式 を用い
て求めた応力分布は の結果と良く一致している．
図 に，式 で求めた応力 を式 に代入し
て求めたモーメント の予測値を実線で示す．図か
らわかるようにその値と の値には良い一致が見
られる．
結 言
本研究では，有限要素法 による弾塑性数値
解析を行い，円筒の曲げ崩壊に関する検討を行った．
その結果，以下の点が明らかになった．
無限長の場合，円筒の純曲げにおいて，曲げ崩壊
を支配しているものは扁平である．
弾性曲げの場合，扁平速度指数は である
が，塑性曲げの場合，円筒の上下端部から広がる
塑性域の生成により は急激に小さくなる．し
かし，軸方向応力 による塑性域は の
ところまで広がると は回復し，とくにその後，
円筒の両側に扁平による塑性域が生じると は
さらに上昇し約 に戻る．
で述べた塑性降伏と の関係は つの段階に
分けることで精度の良い近似曲線が得られる．
提案した扁平曲線，肉厚さ方向の応力分布によっ
て最大モーメント を予測することが可能で
ある．
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